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　　　2004 年の 日本上陸台風
一台風強度維持と海面水温場の 関係一

　　 和 田章義（気象研究所台風研究部）

1． はじめに

2004年の 台風 シーズン に おける 日 本上陸台風 の特徴 に つ

い て 、日 本上 陸台風 の 強度変化 と海面水温場の 関係 に 着

目して調査を行っ た。2004 年の 台風シーズン の 特徴の 1つ

として、日本 へ 上 陸した台風 の 多くが最 盛期に おける台風

強度を保ちつ つ 日本 へ 接近・上陸したこ とが挙 げられる。気

象庁台風 ベ ス トトラックデータに よる 1998年から 2004年ま

で の 日本上 陸台風 23 個の うち、最盛期の 台風中心気圧が

94〔lhPa 以下となっ たものは 10 個 であり、こ のうち 7個が

2004 年の 台風であっ た。この 期間におい て 、最盛期に 6時

間以上台風強度が 変化しなか っ た （強度維持期）日本上陸

台風 は 23 個 の うち t6個 で あっ た。こ の 強度維持期におけ

る台風 位置分布を見ると、ほ とんどの 台風 は 125−150E，
15−30N の 海域（強度維持海域）を通過して い た 。 そこで 、

・2004 年台風シ
ーズン における海面水温場（強度維持海域

を含む）はどの ような特微があっ た の か、また大気場には

どの ような特徴があっ た の か ？

・台風強度（変化）と海面水温（変動にはどの ような関係が

あるの か ？

・強度維持海域 で の 台風 通過時 に お け る海洋応答は 台 風

強度維持に どう関連しているの か ？

とい う3 点の問題点につ い て考える。

2．海面丞iatg1VgPtmp
最盛期における台風中心気圧が 944thPa 以下となっ た7個

の 2004 年 日本 上陸台風（6，8，16，18，21，22，23 号）に着目する。
こ れらの台風 につ い て、台風発生海域から発達過程を経 て

強度維持海域 へ 西進して きたものは 2 例 、北進して きたも

の は3例あり、残 り2例はこの 海域内 で発生・発達 して い た 。

西進及び北進してきた台風に 関して、榊原（2004）は過去 18

年間 の 日本上 陸台風 の 発生位置と台風中心気圧 の 関係を

調査し、135
°E より東、20

°N で 発生した 台風は比較的強

い 強度となるこ とを示して い る。

2004 年の 台風シ
ーズ ン に おける海面水温場の 特徴を調べ

るた め に 、気象庁海洋気象情報室作 成海面水 温データ

（MGDSST ）を用い て 2004年6−10月の期間に つ い て EOF 解

析を行っ た。EOF 第1モ
ード（61．59％）、第2 モ

ード（15．40％ ）は

5ヶ 月より長い周期で変化 し、
一

方で 第3モ
ー

ドは季節内変

動の 周期変化が見られた。第 1モ
ードに つ い て は7 月中旬

か ら10月に かけて 、北西 ・北東太平洋海域で海面水温が低

い 時期に 、中央太平洋及び同海域から北西 ・北東に伸びる

海域におい て海面水温が高か っ たこ とを示して い る。特に

太平洋中央部から北西へ 伸びる海域は強度維持海域を含

ん で い た 。 第2モ
ードは 6月初旬か ら8月下 旬まで東太平洋

赤道付近及び日本周辺海域で海面水温が 高か っ た ことを

示 してい る。日本周辺海域の高海面水温に つ い ては 、7 月

における日本 で の 酷暑に対応して い ると考えられる。EOF

第3モード（6．02％）で得られた変動に関して 、気象庁客観解析

データに よる 500hPa高度の EOF 解析から、その 第3モード

におい てフィリピン東沖か ら北ア メリカへ の 波列が見られ、

そ の ス コ アの周期変動は 上 記 SST 第3モードの 周期変動に

先行 して い た。こ れは北西太平洋海域における季節内変動

が太平洋高気圧の変動及び台風の発生
・
移 動と密接な関

係 にあるこ とを示 してい る。また北西太平洋における季節

内変動が海面水温場に影響を与えて い たと考えられ る。

3．台風　　　　面水温の　係

TRMM π M3 日平均海面水温により、1998年から2004年ま

で の 最盛期の 台風中心気圧が 94（XiPa 以下となっ た台風

（10個）に つ い て．台風中心気圧と海面水温の 関係を調査し

た。台風の 発生 ・発達期 で は海面水温 はほとんど全てが

27°C 以上 であり、台風強度変化が大きく、海面水温変動が

小さい の が特徴である 。

一方強度維持期は台風強度変化

が ほとんどな い 台風中心気圧
一

定の 状況 であり、海面水温

はほ とん どの場合低下して い た 。 台風 中心気圧 の 時間変化

に より決定した発生・発達期、強度維持期と海面水温の 関

係をそれぞれ見ると、発 生 ・発達期 と比較して、強度維持期

で は全体的 に 台風 の 移動速度が遅くなる傾向 に あ っ た。こ

の ことは強度維持海域 で は台風 の 移動速度 の 低下 により

海 面 水温低下 が生じて い たこ とを示 して い る。

4 ．台風に伴う海面水温低下

2004年 の 海面水温場は異常 に 高温で あっ たということはな

く、むしろ 120−150Eにおい て台風通過に伴う海面水温低下

域が多く形成されて い た。
一

方で こ れほど多くの 台風が通

過したにもかかわらず、海面水温はすぐに 回復する傾向が

見 られた 。 強度維持海域における表層水温 の変動を見るた

め に気象庁海洋気象情報室作成 の 100m 水温につ い て、
10−30

°
N 平均経度

一
時間分布を見ると、強度維持海域は

6−10 月まで 水温が 23−24
°
Cと高めとなっ て い た 。 水温分布

は太平洋中央部（180
°

付近）で低く、西へ いくほど茄 品は高

くなり、12〔｝−125
°
E におい ては 24°C以上であっ た。 すなわ

ち強度維持海域 で は 海洋表層の 熱容量が大きく、台風 強度

が 維持され や すい 環境で あっ た こ とが示唆される。すなわ

ち海面水温 の 高偏差だけで は台屬 鍍 カミ維持され る傾向

を説 明 することはで きない。
一

方 で 、度重なる台風 の 通過は海面水温だけでなく、海洋

混合層底の 水温を低下させ ることが観測や数値実験で確

認され て い る。和田（2005）は台風 23 号につ い て 、非静力学

大気海洋混合層モデル により数値実験を行い、海洋混合層

底の水温を気候値より1
°C下げた場合、台風の発達が抑制

され、気象庁ベ ス トトラックの 強度変化傾向と合致したことを

示 して いる。 この ように海面水温だけでなく、海洋表層の 熱

容量や海洋内部における成層状態も台風強度予測に対す

る重要な要素として監視する必要がある。
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